
毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日
）

目

次

規

則

○
福
島
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

一

○
福
島
県
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則

一
〇

○
福
島
県
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

一
一

○
福
島
県
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

一
一

○
福
島
県
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に

指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方

法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

一
二

○
福
島
県
歯
科
技
工
士
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

一
三

○
福
島
県
へ
き
地
医
療
等
医
師
確
保
修
学
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則

一
三

○
福
島
県
自
治
体
等
病
院
特
定
診
療
科
医
師
確
保
研
修
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

一
四

○
福
島
県
地
域
医
療
医
師
確
保
修
学
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則

一
五

○
福
島
県
周
産
期
医
療
医
師
確
保
修
学
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則

一
六

○
福
島
県
ハ
イ
テ
ク
プ
ラ
ザ
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

二
八

○
福
島
県
職
業
訓
練
指
導
員
修
学
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
を
廃
止
す
る
規
則

三
〇

○
福
島
県
県
営
住
宅
等
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

三
〇

規

則

福
島
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
、
福
島
県
鳥
獣
の
保

護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
、
福
島
県
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
、
福
島

県
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
、
福
島
県
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並

び
に
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
、
福
島
県
歯
科
技
工
士
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則
、
福
島
県
へ
き
地
医
療
等
医
師
確
保
修
学
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則
、
福
島
県
自
治
体
等
病
院
特
定
診
療
科
医
師
確
保
研
修
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則
、
福
島
県
地
域
医
療
医
師
確
保
修
学
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
、

福
島
県
周
産
期
医
療
医
師
確
保
修
学
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
、
福
島
県
ハ
イ
テ
ク
プ
ラ
ザ
条
例
施
行

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
、
福
島
県
職
業
訓
練
指
導
員
修
学
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
を
廃
止
す

る
規
則
及
び
福
島
県
県
営
住
宅
等
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
四
日

福
島
県
知
事

内

堀

雅

雄

福
島
県
規
則
第
二
十
三
号

福
島
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
八
年
福
島
県
規
則
第
八
十
六
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

６

受
給
資
格
者
が
受
給
資
格
証
の
交
付
を
受
け
た
後
に
氏
名
又
は
住
所
若
し
く
は
居
所
を
変
更
し
た

場
合
は
、
当
該
受
給
資
格
者
は
、
速
や
か
に
受
給
資
格
者
氏
名
・
住
所
等
変
更
届
（
第
五
号
様
式
の

二
）
に
氏
名
又
は
住
所
若
し
く
は
居
所
の
変
更
の
事
実
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
及
び
受
給

資
格
証
を
添
付
し
て
、
こ
れ
を
支
給
義
務
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
受
給
資
格

証
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
つ
い
て
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
添
付
し
な

い
こ
と
が
で
き
る
。

７

支
給
義
務
者
は
、
前
項
の
受
給
資
格
者
氏
名
・
住
所
等
変
更
届
の
提
出
を
受
け
た
と
き
は
、
受
給

資
格
証
に
必
要
な
事
項
を
記
入
し
た
上
、
こ
れ
を
当
該
提
出
を
し
た
受
給
資
格
者
に
返
付
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
八
条
第
五
項
第
二
号
中
「
就
業
促
進
手
当
（
」
の
下
に
「
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
年

労
働
省
令
第
三
号
）
第
八
十
三
条
の
四
に
規
定
す
る
就
業
促
進
定
着
手
当
（
以
下
「
就
業
促
進
定
着
手

当
」
と
い
う
。
）
を
除
く
。
」
を
加
え
、
同
項
第
三
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
二
号
の
次
に
次

の
一
号
を
加
え
る
。

三

就
業
促
進
定
着
手
当
に
相
当
す
る
退
職
手
当

就
業
促
進
定
着
手
当
に
相
当
す
る
退
職
手
当
支

給
申
請
書
（
第
十
号
様
式
の
四
）

第
八
条
第
六
項
中
「
同
項
第
三
号
」
を
「
同
項
第
四
号
」
に
、
「
、
就
職
す
る
」
を
「
就
職
す
る
」

に
改
め
、
「
一
月
以
内
に
」
の
下
に
「
、
同
項
第
三
号
の
就
業
促
進
定
着
手
当
に
相
当
す
る
退
職
手
当

支
給
申
請
書
の
提
出
は
同
一
事
業
主
の
雇
用
保
険
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
適
用
事
業
所
に
雇
用

さ
れ
、
そ
の
職
業
に
就
い
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
目
に
当
た
る
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
二
月
以
内

に
」
を
加
え
、
同
条
第
八
項
中
「
同
項
第
三
号
」
を
「
同
項
第
四
号
」
に
改
め
る
。

───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
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第
十
五
条
第
一
項
中
「
知
事
」
を
「
支
給
義
務
者
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
及
び
第
五
項
中
「
知
事
」

を
「
支
給
義
務
者
」
に
、
「
う
え
」
を
「
上
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
第
二
項
中
「
知
事
」
を
「
支
給
義
務
者
」
に
、
「
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
」
を
「
安
定
所
」

に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
知
事
」
を
「
支
給
義
務
者
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
第
六
項
中
「
附
則
第
二
条
第
一
項
」
を
「
附
則
第
二
条
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
附

則
第
二
十
五
条
」
を
「
附
則
第
十
一
条
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
第
一
項
第
一
号
イ
中
「
第
二
条
第
二
項
」
を
「
第
二
条
第
四
項
」
に
、
「
特
定
独
立
行

政
法
人
」
を
「
行
政
執
行
法
人
」
に
改
め
る
。

「

第
四
号
様
式
中

退
職
年
月
日

年
月

日
待

期
日

数

「

退
職

事
由

日

を
」

退
職
年
月
日

年
月

日
待

期
日

数

「

「

支
給

期
日

給
付
日
数

所
定

給

に
、

を

日
１

日

28日分

」

」
付

日
数

「

に
、

給
付
延
長
日
数

日
給
付
日
数
延
長
事
由

日

」

「
を

受
給
期
間
延
長
日
数

日
受
給
期
間
延
長
事
由

」
に
改
め
、
同
様
式
注
意
事
項
４
中
「
（居

所

）
」
を
「若

し
く
は
居
所

」

」

に
、
「届

書
を

」
を
「

受
給
資
格
者
氏
名
・
住
所
等
変
更
届
に
氏
名
又
は
住
所
若
し
く
は
居
所
の
変

、
更
の
事
実
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
及
び
こ
の
証
を
添
付
の
上

」
に
改
め
、
第
五
号
様
式
の

、

次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。

───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━



平成27年３月24日 火曜日 福 島 県 報 号外第21号3

第 ５ 号 様 式 の ２ （ 第 ６ 条 関 係 ）

受 給 資 格 者 氏 名 ・ 住 所 等 変 更 届

受 給 資 格 証 番 号

受 給 資 格 氏 名 生 年 月 日 年 月 日

を 有 す る
住 所 又 は

者
居 所

（ふりがな）
新 氏 名

（ふりがな）
旧 氏 名

新 住 所
変 更 事 項

又 は 新 居 所

旧 住 所
又 は 旧 居 所

変 更 年 月 日 年 月 日

上 記 の と お り 届 け 出 ま す 。
年 月 日

福 島 県 教 育 委 員 会 又 は
福 島 県 知 事

福 島 県 警 察 本 部 長

受 給 資 格 者 氏 名 ㊞

注 意 事 項
１ 氏 名 又 は 住 所 若 し く は 居 所 （ 以 下 「 住 所 等 」 と い う 。 ） を 変 更 し た と き は 、
そ の 変 更 の あ つ た 日 か ら 10日 以 内 に こ の 届 書 を 提 出 す る こ と 。

２ こ の 届 書 に は 、 氏 名 又 は 住 所 等 の 変 更 の 事 実 を 証 明 す る こ と が で き る 官 公 署
が 発 行 し た 住 民 票 の 写 し 等 の 書 類 を 添 付 す る こ と 。

３ 氏名又は住所等のうち、一方の変更のみの場合には、表題の一方を○で囲み、
変 更 事 項 欄 に つ い て は 該 当 す る 欄 の み を 記 載 す る こ と 。

───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
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───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

第
九
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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第 ９ 号 様 式 （ 第 ８ 条 関 係 ）

公 共 職 業 訓 練 等 受 講 証 明 書

受 給 資 格 証 番 号

待 期 満 了 年 月 日 年 月 日

受 給 期 間 年 月 日 か ら 年 月 日 ま で

認 定 日 数 日 受 講 日 数 日 通 所 日 数 日

特 定 職 種 受 講 日 数 日 寄 宿 日 数 日

内 職 （ 労 働 日 数 ） 日 内 職 （ 収 入 額 ） 円

早 期 就 業 支 度 金
就 業 手 当 支 給 日 数 日 日

支 給 日 数

(ｱ) 受 講 者 氏 名 (ｲ) 証 明 対 象 期 間 年 月

(ｳ) 訓 練 受 講 職 種

(ｴ) 右 の カ レ ン ダ ー に 該 当 す る 印 を 付 け る こ と 。
Ａ 公 共 職 業 訓 練 等 が 行 わ れ な か つ た
日 （ 日 曜 日 ・ 祝 日 等 ） ＝ 印

Ｂ 公 共 職 業 訓 練 を 受 け な か つ た 日 の １ ２ ３ ４ ５ ６ ７
う ち
ａ 疾 病 又 は 負 傷 に よ る 場 合 ○ 印 ８ ９ 10 1 1 1 2 1 3 1 4
ｂ ａ 以 外 で や む を 得 な い 理 由 が あ
る 場 合 △ 印 15 1 6 1 7 1 8 1 9 2 0 2 1

ｃ や む を 得 な い 理 由 が な い 場 合
× 印 22 2 3 2 4 2 5 2 6 2 7 2 8

2 9 3 0 3 1

(ｵ) 特 記 事 項

上 記 の 記 載 事 実 に 誤 り の な い こ と を 証 明 し ま す 。
年 月 日

（ 公 共 職 業 訓 練 等 の 施 設 の 長 の 職 氏 名 ） ㊞

(ｶ) (ｲ)の 期 間 中 の 就 職 、 就 労 、 内 職 又 は 手 伝 い の 有 無 ａ 有 ｂ 無

(ｷ) (ｲ)の 期 間 中 の 内 職 又 は 手 伝 い に よ る 収 入 の 有 無 ａ 有 ｂ 無

(ｸ) 寄 宿 の 有 無 有 （ ） ・ 無

上 記 の と お り 申 告 し ま す 。
年 月 日

福 島 県 教 育 委 員 会 又 は
福 島 県 知 事

福 島 県 警 察 本 部 長

受 給 資 格 者 （ 受 講 者 ） 氏 名 ㊞

備 考

───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━



平成27年３月24日 火曜日 福 島 県 報 号外第21号 6

注 意 事 項
１ 公 共 職 業 訓 練 等 を 受 け な か つ た 日 が あ る 場 合 は 、 具 体 的 事 情 そ の 他 必 要 な 事 項
を (ｵ)の 欄 に 記 載 す る こ と 。

２ こ の 証 明 書 は 、 給 付 申 請 書 の 添 付 書 類 と し て 、 受 給 資 格 証 と 併 せ て 提 出 す る こ
と 。

３ 申 告 は 正 し く す る こ と 。 申 告 し な け れ ば な ら な い 事 項 を 申 告 し な か つ た 場 合 又
は 偽 り の 記 入 を し て 提 出 し た 場 合 に は 、 以 後 、 失 業 者 の 退 職 手 当 を 受 け る こ と が
で き な く な る ば か り で な く 、 不 正 に 受 給 し た 金 額 の 返 還 と 更 に そ れ に 加 え て 一 定
の 金 額 の 納 付 を 命 ぜ ら れ 、 ま た 詐 欺 罪 と し て 処 罰 さ れ る こ と が あ る 。

４ (ｶ)の 欄 及 び (ｷ)の 欄 は 、 該 当 す る 記 号 を ○ で 囲 む こ と 。 な お 、 (ｶ)の 欄 又 は (ｷ)の 欄
の ａ に 該 当 す る 者 は 、 そ の 内 容 を 失 業 証 明 書 発 行 依 頼 の 際 に 公 共 職 業 安 定 所 長 に
申 告 す る と と も に 備 考 欄 に 記 載 す る こ と 。

５ (ｶ)の 欄 及 び (ｷ)の 欄 の 「 (ｲ)の 期 間 」 は 、 公 共 職 業 訓 練 等 の 受 講 を 開 始 す る 前 及 び
終 了 し た 後 の 期 間 を 除 く も の で あ る こ と 。

６ (ｶ)の 欄 の 「 就 職 」 及 び 「 就 労 」 と は 、 事 業 主 に 雇 用 さ れ 、 自 営 業 を 営 み 、 会 社
の 役 員 若 し く は 嘱 託 と な つ た 場 合 等 職 業 と し て 認 め ら れ る も の に 就 い た こ と 、 日
雇 労 働 者 と し て 臨 時 に 労 働 し た こ と 又 は 原 則 と し て １ 日 の 労 働 時 間 が ４ 時 間 以 上
で あ る 自 営 業 を 開 始 す る た め の 準 備 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 等 を し た こ と （ ４ 時 間 未
満 で あ つ て も 、 雇 用 保 険 の 被 保 険 者 と な る 場 合 又 は 自 営 業 を 営 む 等 の た め 公 共 職
業 安 定 所 が 職 業 を 紹 介 し て も す ぐ に は 応 じ ら れ な い 場 合 は 、 「 就 職 」 及 び 「 就 労 」
と な る こ と 。 ） を い う 。 な お 、 賃 金 等 の 報 酬 が な い 場 合 で あ つ て も 、 「 就 職 」 及
び 「 就 労 」 と な る こ と 。

７ (ｶ)の 欄 及 び (ｷ)の 欄 の 「 内 職 」 及 び 「 手 伝 い 」 と は 、 い か な る 仕 事 で あ つ て も そ
れ に よ つ て 収 入 を 得 た 場 合 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 等 の 他 人 の 仕 事 の 手 助 け を し た 場
合 等 あ な た が 労 働 し た 場 合 で 、 (ｶ)の 欄 の 「 就 職 」 及 び 「 就 労 」 と は い え な い 程 度
の も の を い う 。 な お 、 収 入 を 得 て い な い 場 合 で あ つ て も 「 内 職 」 及 び 「 手 伝 い 」
と な る こ と 。

８ (ｸ)の 欄 は 、 該 当 す る も の を ○ で 囲 む こ と 。 な お 、 「 有 」 に 該 当 す る 者 が 、 別 居
し て 寄 宿 し て い な い 日 が あ る 場 合 は 、 そ の 日 及 び 理 由 を 括 弧 内 に 記 入 す る こ と 。

───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━



平成27年３月24日 火曜日 福 島 県 報 号外第21号7

───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

「

第
十
号
様
式
の
三
中

(ｷ)賃
金

月
額

万
千
円

(ｸ)雇
用
期
間

「

ａ
定
め
な
し

年
月

日
ま
で

を

(ｷ)賃
金

月
額

ｂ
定
め
あ
り

（

年
か
月

）

」

ａ
定
め
な
し

年
月

日
ま

ｂ
定
め
あ
り

（

年
か
月

万
千
円

(ｸ)雇
用
期
間

契
約
更
新
条
項

（ア
有

イ
無

１
年
を
超
え
て
雇
用
す
る
見
込
み

（ア
有

イ
無

で

）

に
改
め
、
「

常
用
就
職
支
度
金
に
相
当
す
る
退
職
手
当

」
を
削
り
、
同
様
式
注
意
事
項

、

））

」

４
中
「記

載
す
る

」
の
次
に
「と

と
も
に

契
約
更
新
条
項
の
有
無
及
び
１
年
を
超
え
て
雇
用
す
る
見

、
込
み
の
有
無
に
つ
い
て
該
当
す
る
も
の
の
記
号
を
そ
れ
ぞ
れ
○
で
囲
む

」
を
加
え
、
同
様
式
の
次
に
次

の
一
様
式
を
加
え
る
。



平成27年３月24日 火曜日 福 島 県 報 号外第21号 8

第 １ ０ 号 様 式 の ４ （ 第 ８ 条 関 係 ）

就 業 促 進 定 着 手 当 に 相 当 す る 退 職 手 当 支 給 申 請 書

受 給 資 格
氏 名

証 番 号
(ｱ) 受 給 資 格 者

住 所 又 は
居 所

電 話 番 号 （ ）

名 称
(ｲ) 就 職 先 の

事 業 所
所 在 地

電 話 番 号 （ ）

(ｴ) 休 職 申 込 み 時
(ｳ) １ 週 間 の 所 定 労 働 時 間 時 間 分 等 に 明 示 し た 万 千 円

賃 金 月 額

(ｵ) 雇 用 期 間 中 の 賃 金 支 払 状 況

Ｂ Ａ の Ｃ 賃 金 額
Ａ 賃 金 支 払 対 象 期 間 基 礎 日 Ｄ 備 考

数 ａ ｂ 計

月 日 ～ 月 日

月 日 ～ 月 日

月 日 ～ 月 日

月 日 ～ 月 日

月 日 ～ 月 日

月 日 ～ 月 日

月 日 ～ 月 日

就 職 年 月 日 ～ 月 日

(ｶ) 上 記 の 記 載 事 実 に 誤 り の な い こ と を 証 明 し ま す 。
年 月 日

事 業 主 氏 名 ㊞
（ 法 人 に あ つ て は 、 名 称 及 び 代 表 者 名 ）

上 記 の と お り 就 業 促 進 定 着 手 当 に 相 当 す る 退 職 手 当 の 支 給 を 申 請 し ま す 。
年 月 日

福 島 県 教 育 委 員 会 又 は
福 島 県 知 事

福 島 県 警 察 本 部 長

受 給 資 格 者 氏 名 ㊞

備 考

───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━



平成27年３月24日 火曜日 福 島 県 報 号外第21号9

注 意 事 項
１ こ の 申 請 書 は 、 再 就 職 手 当 に 相 当 す る 退 職 手 当 の 受 給 に 係 る 就 職 日 か ら 起 算 し
て ６ 月 に 至 つ た 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て ２ 月 以 内 に 、 支 給 義 務 者 に 提 出 す る こ と 。
な お 、 当 該 期 間 経 過 後 に 提 出 し た 場 合 は 、 特 別 の 事 情 が あ る と 認 め ら れ な い 限 り 、
受 理 さ れ な い こ と 。

２ こ の 申 請 書 に は 、 受 給 資 格 証 を 添 付 す る こ と 。
３ 申 請 は 正 し く す る こ と 。 偽 り の 記 入 を し て 提 出 し た 場 合 に は 、 以 後 、 失 業 者 の
退 職 手 当 を 受 け る こ と が で き な く な る ば か り で な く 、 不 正 に 受 給 し た 金 額 の 返 還
と 更 に そ れ に 加 え て 一 定 の 金 額 の 納 付 を 命 ぜ ら れ 、 ま た 詐 欺 罪 と し て 処 罰 さ れ る
こ と が あ る 。

４ 申 請 書 の 記 載 に つ い て
⑴ 受 給 資 格 者 は 、 (ｱ)の 欄 及 び 申 請 の 欄 を 記 入 す る こ と 。
⑵ 受 給 資 格 者 を 雇 用 し た 事 業 主 は 、 (ｲ)か ら (ｶ)ま での欄をそれぞれ記入すること。
⑶ (ｳ)の 欄 は 、 再 就 職 手 当 に 相 当 す る 退 職 手 当 の 受 給 に 係 る 就 職 日 か ら 起 算 し て
６ 月 に 至 つ た 時 点 に お け る １ 週 間 の 所 定 労 働 時 間 を 記 入 す る こ と 。

⑷ (ｴ)の 欄 は 、 事 業 主 が 求 人 の 申 込 み 、 募 集 等 を 行 う 際 、 受 給 資 格 者 に 対 し て 明
示 し た 賃 金 月 額 を 記 入 す る こ と 。

⑸ (ｵ)の 欄 は 、 再 就 職 手 当 に 相 当 す る 退 職 手 当 の 受 給 に 係 る 就 職 日 か ら 最 初 に 到
達 す る 賃 金 締 切 日 （ 賃 金 締 切 日 が １ 月 中 に ２ 回 以 上 あ る 者 に つ い て は 月 の 末 日
に 最 も 近 い 賃 金 締 切 日 を 、 日 々 賃 金 が 支 払 わ れ る 者 等 定 め ら れ た 賃 金 締 切 日 の
な い 者 に つ い て は 月 の 末 日 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） ま で 、 及 び 各 賃 金 締 切 日 の 翌
日 か ら 次 の 賃 金 締 切 日 ま で の 期 間 ご と に そ れ ぞ れ 記 入 す る こ と 。

⑹ 事 業 主 は 、 (ｶ)の 欄 の 証 明 を 行 う こ と 。
５ 事 業 主 が 偽 り の 証 明 を し た 場 合 に は 、 不 正 に 受 給 し た 者 と 連 帯 し て 、 不 正 に 受
給 し た 金 額 の 返 還 と 更 に そ れ に 加 え て 一 定 の 金 額 の 納 付 を 命 ぜ ら れ 、 ま た 詐 欺 罪
と し て 処 罰 さ れ る こ と が あ る 。

───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━



平成27年３月24日 火曜日 福 島 県 報 号外第21号 10

───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

「

ａ

第
十
一
号
様
式
中

(ｷ)賃
金

月
額

万
千
円

(ｸ)雇
用
期
間

ｂ

「

定
め
な
し

年
月

日
ま
で

を

(ｷ)賃
金

月
額

定
め
あ
り

（

年
か
月

）

」

ａ
定
め
な
し

年
月

日
ま
で

ｂ
定
め
あ
り

（

年
か
月

）

万
千
円

(ｸ)雇
用
期
間

契
約
更
新
条
項

（ア
有

イ
無

）

１
年
を
超
え
て
雇
用
す
る
見
込
み

（ア
有

イ
無

）

に
改
め
、
「

常
用
就
職
支
度
金
に
相
当
す
る
退
職
手
当

」
を
削
り
、
同
様
式
注
意
事
項
４

、

」

中
「記

載
す
る

」
の
次
に
「と

と
も
に

契
約
更
新
条
項
の
有
無
及
び
１
年
を
超
え
て
雇
用
す
る
見
込

、
み
の
有
無
に
つ
い
て
該
当
す
る
も
の
の
記
号
を
そ
れ
ぞ
れ
○
で
囲
む

」
を
加
え
る
。

「

１
公

２
雇
用
保
険

３
炭
鉱
労
働
者
等

４
障
害
者
の

５
共
職

法
第

63条第
の
雇
用
の
安
定
等

雇
用
の
促
進

の

第
十
四
号
様
式
中

業
訓

１
項
第
３
号

に
関
す
る
臨
時
措

等
に
関
す
る

律
練

の
講
習
及
び

置
法
第

23条第
１

法
律
第
５
条

画
訓
練

項
第
４
号
の
講
習

の
適
応
訓
練

３

「

高
年
齢
者
等
の
雇
用

６
沖
縄
振
興
開

１
公
共
職
業

２
雇
用
保
険
法
第

３
安
定
等
に
関
す
る
法

発
特
別
措
置
法

訓
練

63条第
１
項
第
３

の
第

15条第
１
項
の
計

第

44条第
１
項

を

号
の
講
習
及
び
訓

る
に
準
拠
し
た
同
項
第

第
４
号
の
講
習

練
１

号
に
掲
げ
る
訓
練

」

障
害
者
の
雇
用

４
高
年
齢
者
等
の
雇
用

５
沖
縄
振
興
特
別

促
進
等
に
関
す

の
安
定
等
に
関
す
る
法

措
置
法
第

81条に
法
律
第

13条第
律
第

23条第
１
項
の
計

基
づ
く
職
業
訓
練

に
改
め
る
。

項
の
適
応
訓
練

画
に
準
拠
し
た
同
項
第

３
号
に
掲
げ
る
訓
練

」

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
十
五
条
第
一
項
第
一
号
イ
の
改
正
規

定
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
福
島
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
以

下
「
改
正
前
の
規
則
」
と
い
う
。
）
の
そ
れ
ぞ
れ
の
規
定
に
基
づ
き
提
出
さ
れ
て
い
る
申
請
書
等
は
、

改
正
後
の
福
島
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
以
下
「
改
正
後
の
規
則
」
と
い

う
。
）
の
相
当
の
規
定
に
基
づ
い
て
提
出
さ
れ
た
申
請
書
等
と
み
な
す
。

３

改
正
前
の
規
則
第
六
条
第
二
項
、
第
九
条
の
三
及
び
第
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
六
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
て
い
る
受
給
資
格
証
は
、
改
正
後
の
規
則
第
六
条
第
二
項
、
第
九
条
の

三
及
び
第
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
受
給
資
格
証
と

み
な
す
。

（
職
員
業
務
課
福
利
厚
生
室
）

福
島
県
規
則
第
二
十
四
号

福
島
県
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則

福
島
県
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
平
成
十
五
年
福
島
県
規
則
第

六
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

福
島
県
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則

第
一
条
中
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
を
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び

に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
」

を
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
」
に
、
「
鳥
獣
の
保
護
及

び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
」
を
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に

関
す
る
法
律
施
行
規
則
」
に
、
「
福
島
県
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
」

を
「
福
島
県
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
と
き
は
、
」
を
「
と
き
は
」
に
、
「
す
る
特
定
鳥
獣
保
護
管
理
計
画
」
を
「
す

る
第
一
種
特
定
鳥
獣
保
護
計
画
」
に
、
「
「
特
定
鳥
獣
保
護
管
理
計
画
」
を
「
「
第
一
種
特
定
鳥
獣
保

護
計
画
」
に
改
め
、
「
案
を
」
の
下
に
「
、
法
第
七
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
条
第

五
項
の
規
定
に
よ
り
利
害
関
係
人
の
意
見
を
聴
こ
う
と
す
る
と
き
は
法
第
七
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
定
め
よ
う
と
す
る
第
二
種
特
定
鳥
獣
管
理
計
画
（
同
項
の
規
定
に
よ
り
変
更
し
よ
う
と
す
る
第
二

種
特
定
鳥
獣
管
理
計
画
を
含
む
。
以
下
「
第
二
種
特
定
鳥
獣
管
理
計
画
」
と
い
う
。
）
の
案
を
」
を
加

え
、
「
特
定
鳥
獣
保
護
管
理
計
画
の
」
を
「
第
一
種
特
定
鳥
獣
保
護
計
画
又
は
第
二
種
特
定
鳥
獣
管
理
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計
画
（
以
下
こ
れ
ら
を
「
特
定
鳥
獣
保
護
管
理
計
画
」
と
い
う
。
）
の
」
に
改
め
る
。

第
一
号
様
式
中
「鳥

獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律

」
を
「鳥

獣
の
保
護
及
び
管
理

並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律

」
に
、
「鳥

獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施

行
規
則

」
を
「鳥

獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

」
に
改
め
る
。

第
二
号
様
式
及
び
第
三
号
様
式
中
「鳥

獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律

」
を
「鳥

獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律

」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
九
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
前
の
福
島
県
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
第
一
号
様
式
、
第

二
号
様
式
及
び
第
三
号
様
式
は
、
改
正
後
の
福
島
県
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化

に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
第
一
号
様
式
、
第
二
号
様
式
及
び
第
三
号
様
式
と
み
な
す
。

３

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
作
成
さ
れ
て
い
る
改
正
前
の
福
島
県
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正

化
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
に
定
め
る
第
一
号
様
式
、
第
二
号
様
式
及
び
第
三
号
様
式
に
よ
る
用
紙

は
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
自
然
保
護
課
）

福
島
県
規
則
第
二
十
五
号

福
島
県
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成

二
十
五
年
福
島
県
規
則
第
三
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
中
第
四
項
を
第
五
項
と
し
、
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え

る
。

３

第
一
項
第
二
号
の
医
師
及
び
同
項
第
七
号
の
調
理
員
、
事
務
員
そ
の
他
の
職
員
の
数
は
、
サ
テ
ラ

イ
ト
型
居
住
施
設
の
本
体
施
設
で
あ
る
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
あ
っ
て
、
当
該
サ
テ

ラ
イ
ト
型
居
住
施
設
に
医
師
又
は
調
理
員
、
事
務
員
そ
の
他
の
職
員
を
置
か
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、

当
該
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
者
の
数
及
び
当
該
サ
テ
ラ
イ
ト
型
居
住
施
設
の
入

所
者
の
数
の
合
計
数
を
基
礎
と
し
て
算
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
高
齢
福
祉
課
）

福
島
県
規
則
第
二
十
六
号

福
島
県
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施

行
規
則
（
平
成
二
十
五
年
福
島
県
規
則
第
四
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
常
勤
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
を
三
人
以
上
配
置
し
、
か
つ
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
の
業
務
に
主
と
し
て
従
事
す
る
者
を
一
人
以
上
配
置
し
て
い
る
指
定
訪
問
介

護
事
業
所
に
お
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
が
行
う
業
務
が
効
率
的
に
行
わ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ

て
は
、
当
該
指
定
訪
問
介
護
事
業
所
に
置
く
べ
き
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
の
員
数
は
、
利
用
者
の
数

が
五
十
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
人
以
上
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
七
条
第
一
項
第
三
号
中
「
条
例
第
百
一
条
第
三
項
に
規
定
す
る
利
用
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
同
じ
」
を
「
当
該
指
定
通
所
介
護
事
業
者
が
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
第
一
号
ロ
に

規
定
す
る
第
一
号
通
所
事
業
（
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
を
推
進
す
る
た
め
の

関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
八
十
三
号
）
第
五
条
に
よ
る
改
正
前
の

法
（
以
下
「
旧
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
の
二
第
七
項
に
規
定
す
る
介
護
予
防
通
所
介
護
に
相
当
す
る

も
の
と
し
て
市
町
村
が
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）
に
係
る
指
定
事
業
者
の
指
定
を
併
せ
て
受
け
、
か
つ
、

指
定
通
所
介
護
の
事
業
と
当
該
第
一
号
通
所
事
業
と
が
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ
れ

て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
事
業
所
に
お
け
る
指
定
通
所
介
護
又
は
当
該
第
一
号
通
所
事
業
の
利

用
者
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
第
一
項
第
三
号
中
「
基
準
該
当
介
護
予
防
通
所
介
護
の
事
業
」
を
「
法
第
百
十
五
条
の

四
十
五
第
一
項
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
第
一
号
通
所
事
業
（
旧
法
第
八
条
の
二
第
七
項
に
規
定
す
る
介

護
予
防
通
所
介
護
及
び
基
準
該
当
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
市
町
村
が
定
め
る
も

の
に
限
る
。
）
の
事
業
」
に
、
「
基
準
該
当
介
護
予
防
通
所
介
護
の
利
用
者
」
を
「
当
該
第
一
号
通
所

事
業
所
の
利
用
者
」
に
改
め
る
。

第
四
十
二
条
中
「
六
・
四
平
方
メ
ー
ト
ル
」
を
「
六
・
四
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
」
に
改
め
る
。

第
四
十
八
条
第
二
項
第
二
号
ア
中
「
利
用
者
及
び
」
を
「
利
用
者
の
数
及
び
」
に
、
「
う
ち
要
介
護

認
定
等
に
係
る
介
護
認
定
審
査
会
に
よ
る
審
査
及
び
判
定
の
基
準
等
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
一
年
厚

生
省
令
第
五
十
八
号
。
以
下
「
認
定
省
令
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
要
支
援

状
態
区
分
に
該
当
す
る
者
の
数
が
三
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
並
び
に
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
の
う
ち
認
定
省
令
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
要
支
援
状
態
区
分
に
該
当
す
る
者
の
数
が

十
」
を
「
数
に
十
分
の
三
を
乗
じ
て
得
た
数
の
合
計
数
が
三
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
介
護
予
防
通
所
介
護
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２

地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関

す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
八
十
三
号
。
以
下
「
整
備
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
十
一
条
又

は
附
則
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
整
備
法
第
五
条

の
規
定
（
整
備
法
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
に
限
る
。
）
に
よ
る
改
正
前
の
介
護
保

険
法
（
以
下
「
旧
法
」
と
い
う
。
）
第
五
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に

該
当
す
る
旧
法
第
八
条
の
二
第
七
項
に
規
定
す
る
介
護
予
防
通
所
介
護
又
は
介
護
保
険
法
第
五
十
四

条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
基
準
該
当
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
旧
法
第
八
条
の
二
第
七

項
に
規
定
す
る
介
護
予
防
通
所
介
護
若
し
く
は
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
改
正
前

の
福
島
県
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

施
行
規
則
第
十
七
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
二
十
四
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
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を
有
す
る
。

（
高
齢
福
祉
課
介
護
保
険
室
）

福
島
県
規
則
第
二
十
七
号

福
島
県
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則

（
平
成
二
十
五
年
福
島
県
規
則
第
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
二
章

介
護
予
防
訪
問
介
護
（
第
三
条
―
第
六
条
）
」
を
「
第
二
章

削
除
」
に
、
「
第

七
条
」
を
「
第
六
条
」
に
、
「
第
七
章

介
護
予
防
通
所
介
護
（
第
十
七
条
―
第
二
十
三
条
）
」
を
「
第

七
章

削
除
」
に
改
め
る
。

第
二
章
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
章

削
除

第
三
条
か
ら
第
五
条
ま
で

削
除

第
六
条
を
削
る
。

第
三
章
中
第
七
条
を
第
六
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
電
磁
的
方
法
）

第
七
条

条
例
第
五
十
条
の
二
第
二
項
の
規
則
で
定
め
る
方
法
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の

方
法
と
す
る
。

一

電
子
情
報
処
理
組
織
（
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と

利
用
申
込
者
又
は
そ
の
家
族
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子

情
報
処
理
組
織
を
い
う
。
）
を
使
用
す
る
方
法
の
う
ち
ア
又
は
イ
に
掲
げ
る
方
法

ア

指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
利
用
申
込
者
又
は
そ

の
家
族
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
接
続
す
る
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
送
信
し
、
受
信

者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
す
る
方
法

イ

指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ

ル
に
記
録
さ
れ
た
条
例
第
五
十
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
重
要
事
項
を
電
気
通
信
回
線
を
通

じ
て
利
用
申
込
者
又
は
そ
の
家
族
の
閲
覧
に
供
し
、
当
該
利
用
申
込
者
又
は
そ
の
家
族
の
使
用

に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
重
要
事
項
を
記
録
す
る
方
法
（
電
磁
的

方
法
に
よ
る
提
供
を
受
け
る
旨
の
承
諾
又
は
受
け
な
い
旨
の
申
出
を
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル

に
そ
の
旨
を
記
録
す
る
方
法
）

二

磁
気
デ
ィ
ス
ク
、
シ
ー
・
デ
ィ
ー
・
ロ
ム
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
方
法
に
よ
り
一
定
の
事
項

を
確
実
に
記
録
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
物
を
も
っ
て
調
製
す
る
フ
ァ
イ
ル
に
条
例
第
五
十
条
の

二
第
一
項
に
規
定
す
る
重
要
事
項
を
記
録
し
た
も
の
を
交
付
す
る
方
法

２

前
項
各
号
に
掲
げ
る
方
法
は
、
利
用
申
込
者
又
は
そ
の
家
族
が
フ
ァ
イ
ル
へ
の
記
録
を
出
力
す
る

こ
と
に
よ
る
文
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
九
条

削
除

第
十
一
条
中
「
第
四
条
及
び
」
を
「
第
七
条
及
び
」
に
、
「
第
四
条
第
一
項
」
を
「
第
七
条
第
一
項
」

に
、
「
第
八
条
第
二
項
」
を
「
第
五
十
条
の
二
第
二
項
」
に
、
「
第
八
条
第
一
項
」
を
「
第
五
十
条
の

二
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
、
第
十
四
条
及
び
第
十
六
条
中
「
第
四
条
」
を
「
第
七
条
」
に
、
「
第
八
条
第
二
項
」
を

「
第
五
十
条
の
二
第
二
項
」
に
、
「
第
八
条
第
一
項
」
を
「
第
五
十
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
七
章
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
七
章

削
除

第
十
七
条
か
ら
第
二
十
三
条
ま
で

削
除

第
二
十
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
費
用
）

第
二
十
五
条
の
二

条
例
第
百
十
八
条
の
二
第
三
項
の
規
則
で
定
め
る
費
用
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と

す
る
。

一

利
用
者
の
選
定
に
よ
り
通
常
の
事
業
の
実
施
地
域
以
外
の
地
域
に
居
住
す
る
利
用
者
に
対
し
て

行
う
送
迎
に
要
す
る
費
用

二

食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用

三

お
む
つ
代

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
に
お
い

て
提
供
さ
れ
る
便
宜
の
う
ち
、
日
常
生
活
に
お
い
て
も
通
常
必
要
と
な
る
も
の
に
係
る
費
用
で
あ
っ

て
、
そ
の
利
用
者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
費
用

２

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
基
準
省
令
第
百
十
八
条
の
二
第
四
項
の
厚
生
労
働
大

臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
六
条
中
「
第
四
条
及
び
第
十
九
条
」
を
「
第
七
条
及
び
第
二
十
五
条
の
二
」
に
、
「
第
四
条

第
一
項
」
を
「
第
七
条
第
一
項
」
に
、
「
第
八
条
第
二
項
」
を
「
第
五
十
条
の
二
第
二
項
」
に
、
「
第

八
条
第
一
項
」
を
「
第
五
十
条
の
二
第
一
項
」
に
、
「
第
十
九
条
」
を
「
第
二
十
五
条
の
二
」
に
、
「
第

百
条
第
三
項
」
を
「
第
百
十
八
条
の
二
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
第
一
項
第
二
号
ア
及
び
イ
中
「
第
百
四
条
」
を
「
第
百
二
十
条
の
四
」
に
改
め
る
。

第
三
十
条
中
「
第
四
条
」
を
「
第
七
条
」
に
、
「
第
八
条
第
二
項
」
を
「
第
五
十
条
の
二
第
二
項
」

に
、
「
第
八
条
第
一
項
」
を
「
第
五
十
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
一
条
第
一
項
第
二
号
ア
及
び
イ
中
「
第
百
四
条
」
を
「
第
百
二
十
条
の
四
」
に
改
め
る
。

第
三
十
四
条
中
「
第
四
条
」
を
「
第
七
条
」
に
、
「
第
八
条
第
二
項
」
を
「
第
五
十
条
の
二
第
二
項
」

に
、
「
第
八
条
第
一
項
」
を
「
第
五
十
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
七
条
中
「
第
四
条
及
び
第
二
十
九
」
を
「
第
七
条
及
び
第
二
十
九
条
」
に
、
「
第
四
条
第
一

項
」
を
「
第
七
条
第
一
項
」
に
、
「
第
八
条
第
二
項
」
を
「
第
五
十
条
の
二
第
二
項
」
に
、
「
第
八
条

第
一
項
」
を
「
第
五
十
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
一
条
及
び
第
四
十
四
条
中
「
第
四
条
」
を
「
第
七
条
」
に
、
「
第
八
条
第
二
項
」
を
「
第
五

十
条
の
二
第
二
項
」
に
、
「
第
八
条
第
一
項
」
を
「
第
五
十
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
五
条
第
一
項
第
二
号
ア
中
「
の
う
ち
要
介
護
認
定
等
に
係
る
介
護
認
定
審
査
会
に
よ
る
審
査
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及
び
判
定
の
基
準
等
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
五
十
八
号
。
以
下
「
認
定
省
令
」
と

い
う
。
）
第
二
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
要
支
援
状
態
区
分
に
該
当
す
る
者
の
数
が
三
又
は
そ
の

端
数
を
増
す
ご
と
に
一
及
び
利
用
者
の
う
ち
認
定
省
令
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
要
支
援
状

態
区
分
に
該
当
す
る
者
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
第
二
号
ア
中
「
利
用
者
の
う
ち
認
定
省
令
第
二
条
第

一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
要
支
援
状
態
区
分
に
該
当
す
る
者
及
び
居
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
数
が
三
又

は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
並
び
に
利
用
者
の
う
ち
認
定
省
令
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定

す
る
要
支
援
状
態
区
分
に
該
当
す
る
者
の
数
が
十
」
を
「
居
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
数
及
び
利
用
者
の

数
に
十
分
の
三
を
乗
じ
て
得
た
数
の
合
計
数
が
三
」
に
改
め
る
。

第
四
十
八
条
中
「
第
四
条
」
を
「
第
七
条
」
に
、
「
第
八
条
第
二
項
」
を
「
第
五
十
条
の
二
第
二
項
」

に
、
「
第
八
条
第
一
項
」
を
「
第
五
十
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
五
十
一
条
中
「
第
四
条
及
び
」
を
「
第
七
条
及
び
」
に
、
「
第
四
条
第
一
項
」
を
「
第
七
条
第
一

項
」
に
、
「
第
八
条
第
二
項
」
を
「
第
五
十
条
の
二
第
二
項
」
に
、
「
第
八
条
第
一
項
」
を
「
第
五
十

条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
五
十
四
条
中
「
第
四
条
」
を
「
第
七
条
」
に
、
「
第
八
条
第
二
項
」
を
「
第
五
十
条
の
二
第
二
項
」

に
、
「
第
八
条
第
一
項
」
を
「
第
五
十
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
五
十
六
条
中
「
第
四
条
及
び
」
を
「
第
七
条
及
び
」
に
、
「
第
四
条
第
一
項
」
を
「
第
七
条
第
一

項
」
に
、
「
第
八
条
第
二
項
」
を
「
第
五
十
条
の
二
第
二
項
」
に
、
「
第
八
条
第
一
項
」
を
「
第
五
十

条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
五
十
九
条
中
「
第
四
条
」
を
「
第
七
条
」
に
、
「
第
八
条
第
二
項
」
を
「
第
五
十
条
の
二
第
二
項
」

に
、
「
第
八
条
第
一
項
」
を
「
第
五
十
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
介
護
予
防
訪
問
介
護
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等

に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
八
十
三
号
。
以
下
「
整
備
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
十
一

条
又
は
附
則
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
整
備
法
第

五
条
の
規
定
（
整
備
法
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
に
限
る
。
）
に
よ
る
改
正
前
の
介

護
保
険
法
（
以
下
「
旧
法
」
と
い
う
。
）
第
五
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
に
該
当
す
る
旧
法
第
八
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
介
護
予
防
訪
問
介
護
（
以
下
「
旧
指
定
介
護

予
防
訪
問
介
護
」
と
い
う
。
）
又
は
介
護
保
険
法
第
五
十
四
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
基
準
該

当
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
旧
法
第
八
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
介
護
予
防
訪
問
介
護
若

し
く
は
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
改
正
前
の
福
島
県
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等

の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の

効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）

第
二
章
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
旧
規
則
第
三
条
第
二
項
の
規
定
は
、

旧
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
の
事
業
を
行
う
者
が
介
護
保
険
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
第
一

号
イ
に
規
定
す
る
第
一
号
訪
問
事
業
（
旧
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
市
町

村
が
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）
に
係
る
指
定
事
業
者
の
指
定
を
併
せ
て
受
け
て
い
る
場
合
に
つ
い
て

準
用
す
る
。

（
介
護
予
防
通
所
介
護
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条

旧
法
第
五
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
旧
法
第
八
条

の
二
第
七
項
に
規
定
す
る
介
護
予
防
通
所
介
護
又
は
介
護
保
険
法
第
五
十
四
条
第
一
項
第
二
号
に
規

定
す
る
基
準
該
当
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
旧
法
第
八
条
の
二
第
七
項
に
規
定
す
る
介
護
予

防
通
所
介
護
若
し
く
は
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
旧
規
則
第
四
条
（
第
二
十
条
及

び
第
二
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
限
る
。
）
及
び
第
十
七
条
か
ら
第
二
十
三
条
ま
で
の
規

定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

（
高
齢
福
祉
課
介
護
保
険
室
）

福
島
県
規
則
第
二
十
八
号

福
島
県
歯
科
技
工
士
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
歯
科
技
工
士
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
一
年
福
島
県
規
則
第
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
号
を
削
り
、
同
条
第
二
号
中
「
様
式
第
二
号
」
を
「
様
式
第
一
号
」
に
改
め
、
同
号
を

同
条
第
一
号
と
し
、
同
条
第
三
号
中
「
様
式
第
三
号
」
を
「
様
式
第
二
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第

二
号
と
し
、
同
条
第
四
号
中
「
様
式
第
四
号
」
を
「
様
式
第
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
三
号
と

し
、
同
条
第
五
号
中
「
様
式
第
五
号
」
を
「
様
式
第
四
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
四
号
と
し
、
同

条
第
六
号
中
「
様
式
第
六
号
」
を
「
様
式
第
五
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
五
号
と
す
る
。

様
式
第
一
号
を
削
る
。

様
式
第
二
号
中
「様

式
第
２
号

」
を
「様

式
第
１
号

」
に
改
め
、
同
様
式
を
様
式
第
一
号
と
す
る
。

様
式
第
三
号
中
「様

式
第
３
号

」
を
「様

式
第
２
号

」
に
改
め
、
同
様
式
を
様
式
第
二
号
と
す
る
。

様
式
第
四
号
中
「様

式
第
４
号

」
を
「様

式
第
３
号

」
に
改
め
、
同
様
式
を
様
式
第
三
号
と
す
る
。

様
式
第
五
号
中
「様

式
第
５
号

」
を
「様

式
第
４
号

」
に
改
め
、
同
様
式
を
様
式
第
四
号
と
す
る
。

様
式
第
六
号
中
「様

式
第
６
号

」
を
「様

式
第
５
号

」
に
改
め
、
同
様
式
を
様
式
第
五
号
と
す
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
前
の
福
島
県
歯
科
技
工
士
法
施
行
細
則
（
以
下
「
改
正
前
の
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第

二
号
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
て
い
る
合
格
証
明
書
は
、
改
正
後
の
福
島
県
歯
科
技
工
士
法
施
行
細

則
（
以
下
「
改
正
後
の
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
合
格
証
明

書
と
み
な
す
。

３

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
規
則
の
そ
れ
ぞ
れ
の
規
定
に
基
づ
き
提
出
さ
れ
て
い
る
届

出
書
等
は
、
改
正
後
の
規
則
の
相
当
の
規
定
に
基
づ
い
て
提
出
さ
れ
た
届
出
書
等
と
み
な
す
。

４

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
作
成
さ
れ
て
い
る
改
正
前
の
規
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、

所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
地
域
医
療
課
）

福
島
県
規
則
第
二
十
九
号
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福
島
県
へ
き
地
医
療
等
医
師
確
保
修
学
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則

福
島
県
へ
き
地
医
療
等
医
師
確
保
修
学
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
六
年
福
島
県
規
則
第
六

十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
見
出
し
を
「
（
対
象
医
療
機
関
）
」
に
改
め
、
同
条
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
項
の
前
に

次
の
一
項
を
加
え
る
。

条
例
第
二
条
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
及
び
条
例
第
六
条
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
の

規
則
で
定
め
る
機
関
は
、
次
に
掲
げ
る
機
関
と
す
る
。

一

公
立
大
学
法
人
福
島
県
立
医
科
大
学
が
設
置
す
る
福
島
県
立
医
科
大
学
に
置
か
れ
た
附
属
病
院

（
産
科
又
は
周
産
期
医
療
（
医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
三
十
条
の
四
第
二

項
第
五
号
ニ
に
規
定
す
る
周
産
期
医
療
を
い
う
。
）
を
提
供
す
る
小
児
科
に
限
る
。
）

二

そ
の
他
知
事
が
定
め
る
機
関

第
十
二
条
の
見
出
し
を
「
（
後
期
研
修
等
従
事
届
の
提
出
）
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
二
条
の
見
出
し
の
改
正

規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
地
域
医
療
課
）

福
島
県
規
則
第
三
十
号

福
島
県
自
治
体
等
病
院
特
定
診
療
科
医
師
確
保
研
修
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
自
治
体
等
病
院
特
定
診
療
科
医
師
確
保
研
修
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
一
年
福

島
県
規
則
第
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
中
「
第
七
条
各
号
」
を
「
第
七
条
第
一
項
各
号
、
同
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

「

申
請
の
理
由

様
式
第
一
号
（
裏
）
中

他
の
研
修
資
金
等
を
受
け
て
い
る
場
合
は
そ
の
名
称

「

研
修
を
希
望

産
科

周
産
期
医
療
小
児
科

普
通

す
る
診
療
科

を

申
請
の
理
由

」

他
の
修
学
資
金

研
修
資
金
等
を
受
け
て
い
る
場
合

、
は
そ
の
名
称

小
児
科

麻
酔
科

に
改
め
る
。
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」
「

１
自
治
体
等
病
院
の
特
定
診
療
科
の
医
師
と
し
て
の
勤
務
に
従

職
停
職

育
児
休
業
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
勤
務
し
な
か
っ

、
、

該

（以
下

「在
職
期
間

」と
い
う

）が
研
修
資
金
の
貸
与
を
受
け

。

（条
例
第
７
条
第
１
号
に
該
当

）

当
２

業
務
上
の
事
由
に
よ
り
死
亡
し

又
は
業
務
に
起
因
す
る
心

、

様
式
第
七
号
（
表
）
中

を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
た
め

（条
例
第
７
条
第

事
３

在
職
期
間
が
研
修
資
金
の
貸
与
を
受
け
た
期
間
に
達
す
る
前

定
診
療
科
の
医
師
と
し
て
勤
務
し
な
く
な
っ
た
た
め

（条
例
第

項
４

死
亡
又
は
心
身
の
故
障
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り

金
を
返
還
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
た
め

（条
例
第
９
条

「

１
対
象
医
療
機
関
の
普
通
小
児
科
又
は
麻
酔
科
の
医
師
と

間
の
う
ち
休
職

停
職

育
児
休
業
そ
の
他
の
事
由
に
よ

、
、

除
い
た
期
間
が
研
修
資
金
の
貸
与
を
受
け
た
期
間
に
達
し

事
し
た
期
間
の
う
ち
休

項
第
１
号
に
該
当

）

た
期
間
を
除
い
た
期
間

２
対
象
医
療
機
関
の
周
産
期
医
療
医
師
と
し
て
の
勤
務
に

該
た
期
間
に
達
し
た
た
め

停
職

育
児
休
業
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
勤
務
し
な
か
っ

、
修
資
金
の
貸
与
を
受
け
た
期
間
に
達
し
た
た
め

（条
例
第

当
身
の
故
障
の
た
め
業
務

３
業
務
上
の
事
由
に
よ
り
死
亡
し

又
は
業
務
に
起
因
す

、

を

２
号
に
該
当

）

を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
た
め

（条
例
第
７

事
に
自
治
体
等
病
院
の
特

４
在
職
期
間
が
研
修
資
金
の
貸
与
を
受
け
た
期
間
に
達
す

９
条
第
１
号
に
該
当

）

通
小
児
科
又
は
麻
酔
科
の
医
師
と
し
て
勤
務
し
な
く
な
っ

項
貸
与
を
受
け
た
研
修
資

号
に
該
当

）

第
２
号
に
該
当

）

５
在
職
期
間
が
研
修
資
金
の
貸
与
を
受
け
た
期
間
に
達
す

」

産
期
医
療
医
師
と
し
て
勤
務
し
な
く
な
っ
た
た
め

（条
例

６
死
亡
又
は
心
身
の
故
障
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に

金
を
返
還
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
た
め

（条
例
第

し
て
の
勤
務
に
従
事
し
た
期

り
勤
務
し
な
か
っ
た
期
間
を

た
た
め

（条
例
第
７
条
第
１

従
事
し
た
期
間
の
う
ち
休
職
、

た
期
間
を
除
い
た
期
間
が
研

７
条
第
１
項
第
２
号
に
該
当

）

る
心
身
の
故
障
の
た
め
業
務

に
、
「２

か
ら
４

」
を
「２

か
ら
６

」
に
改
め
る
。

条
第
２
項
に
該
当

）

る
前
に
対
象
医
療
機
関
の
普

た
た
め

（条
例
第
９
条
第
１

る
前
に
対
象
医
療
機
関
の
周

第
９
条
第
１
号
に
該
当

）

よ
り
貸
与
を
受
け
た
研
修
資

９
条
第
２
号
に
該
当

）

」

様
式
第
十
二
号
中
「小

児
科

」
を
「普

通
小
児
科

・
周
産
期
医
療
小
児
科

」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
て
い
る
改
正
前
の
福
島
県
自
治
体
等
病
院
特
定
診
療
科
医

師
確
保
研
修
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
（
以
下
「
改
正
前
の
規
則
」
と
い
う
。
）
様
式
第
一
号
及
び

様
式
第
七
号
に
よ
る
申
請
書
は
、
改
正
後
の
福
島
県
自
治
体
等
病
院
特
定
診
療
科
医
師
確
保
研
修
資

金
貸
与
条
例
施
行
規
則
様
式
第
一
号
及
び
様
式
第
七
号
に
よ
る
申
請
書
と
み
な
す
。

３

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
作
成
さ
れ
て
い
る
改
正
前
の
規
則
様
式
第
一
号
及
び
様
式
第
七
号
に

よ
る
用
紙
は
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
地
域
医
療
課
）

福
島
県
規
則
第
三
十
一
号

福
島
県
地
域
医
療
医
師
確
保
修
学
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
地
域
医
療
医
師
確
保
修
学
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
二
年
福
島
県
規
則
第
三
十

五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
九
号
を
同
条
第
十
号
と
し
、
同
条
第
八
号
中
「
公
立
大
学
法
人
福
島
県
立
医
科
大
学
が
設

置
す
る
福
島
県
立
医
科
大
学
」
を
「
医
科
大
学
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
九
号
と
し
、
同
条
中
第
七

号
を
第
八
号
と
し
、
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
条
に
第
一
号
と
し
て
次
の

一
号
を
加
え
る
。

一

公
立
大
学
法
人
福
島
県
立
医
科
大
学
が
設
置
す
る
福
島
県
立
医
科
大
学
（
以
下
「
医
科
大
学
」

と
い
う
。
）
に
置
か
れ
た
附
属
病
院
（
産
科
又
は
周
産
期
医
療
（
医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律

第
二
百
五
号
）
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
五
号
ニ
に
規
定
す
る
周
産
期
医
療
を
い
う
。
）
を
提
供

す
る
小
児
科
に
限
る
。
）

第
一
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。
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十
一

そ
の
他
知
事
が
定
め
る
機
関

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
地
域
医
療
課
）

福
島
県
規
則
第
三
十
二
号

福
島
県
周
産
期
医
療
医
師
確
保
修
学
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則

（
貸
与
の
申
請
手
続
）

第
一
条

福
島
県
周
産
期
医
療
医
師
確
保
修
学
資
金
貸
与
条
例
（
平
成
二
十
七
年
福
島
県
条
例
第
四
十

六
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
二
条
に
規
定
す
る
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
周
産
期
医

療
医
師
確
保
修
学
資
金
貸
与
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
対
象
医
療
機
関
）

第
二
条

条
例
第
二
条
の
規
則
で
定
め
る
医
療
機
関
は
、
次
に
掲
げ
る
医
療
機
関
と
す
る
。

一

公
立
大
学
法
人
福
島
県
立
医
科
大
学
が
設
置
す
る
福
島
県
立
医
科
大
学
（
以
下
単
に
「
医
科
大

学
」
と
い
う
。
）
に
置
か
れ
た
附
属
病
院

二

そ
の
他
知
事
が
定
め
る
医
療
機
関

２

条
例
第
六
条
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
の
規
則
で
定
め
る
機
関
は
、
次
に
掲
げ
る
機
関
と
す

る
。

一

医
科
大
学
に
置
か
れ
た
附
属
病
院

二

そ
の
他
知
事
が
定
め
る
機
関

（
保
証
人
）

第
三
条

条
例
第
四
条
第
一
項
の
保
証
人
は
、
周
産
期
医
療
医
師
確
保
修
学
資
金
（
以
下
「
修
学
資
金
」

と
い
う
。
）
の
貸
与
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
貸
与
を
受
け
た
福
島
県
へ
き
地
医
療
等
医
師
確
保
修

学
資
金
貸
与
条
例
（
平
成
十
六
年
福
島
県
条
例
第
五
十
九
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
へ
き
地

医
療
等
医
師
確
保
修
学
資
金
、
福
島
県
緊
急
医
師
確
保
修
学
資
金
貸
与
条
例
（
平
成
十
九
年
福
島
県

条
例
第
七
十
一
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
福
島
県
緊
急
医
師
確
保
修
学
資
金
又
は
福
島
県
地
域
医
療

医
師
確
保
修
学
資
金
貸
与
条
例
（
平
成
二
十
二
年
福
島
県
条
例
第
十
七
号
）
第
三
条
に
規
定
す
る
地

域
医
療
医
師
確
保
修
学
資
金
の
保
証
人
と
同
一
の
人
物
二
人
と
す
る
。

（
選
考
及
び
決
定
の
通
知
）

第
四
条

修
学
資
金
の
貸
与
を
受
け
る
者
の
選
考
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
書
類
の
審

査
及
び
面
接
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

２

知
事
は
、
修
学
資
金
の
貸
与
を
受
け
る
者
の
選
考
を
行
っ
た
と
き
は
、
周
産
期
医
療
医
師
確
保
修

学
資
金
貸
与
決
定
通
知
書
（
様
式
第
二
号
）
又
は
周
産
期
医
療
医
師
確
保
修
学
資
金
貸
与
不
承
認
決

定
通
知
書
（
様
式
第
三
号
）
に
よ
り
そ
の
結
果
を
申
請
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

３

第
一
項
の
面
接
は
、
知
事
が
そ
の
必
要
が
な
い
と
認
め
る
場
合
は
、
省
略
す
る
こ
と
が
あ
る
。

（
貸
与
契
約
の
解
除
の
通
知
）

第
五
条

知
事
は
、
条
例
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
修
学
資
金
の
貸
与
契
約
（
以
下
「
契
約
」
と

い
う
。
）
を
解
除
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
契
約
の
相
手
方
に
そ
の
旨
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
周
産
期
医
療
医
師
確
保
修
学
資
金
借
用
証
書
の
提
出
）

第
六
条

修
学
資
金
の
貸
与
を
受
け
た
者
は
、
修
学
資
金
の
貸
与
期
間
が
満
了
し
た
と
き
、
又
は
条
例

第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
契
約
を
解
除
さ
れ
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
貸
与
を
受
け
た
修
学
資
金

の
全
額
に
つ
い
て
周
産
期
医
療
医
師
確
保
修
学
資
金
借
用
証
書
（
様
式
第
四
号
）
を
知
事
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
返
還
債
務
の
免
除
の
申
請
手
続
）

第
七
条

条
例
第
六
条
第
一
項
又
は
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
返
還
債
務
の
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

は
、
周
産
期
医
療
医
師
確
保
修
学
資
金
返
還
債
務
免
除
申
請
書
（
様
式
第
五
号
）
に
条
例
第
六
条
第

一
項
各
号
、
第
二
項
又
は
第
八
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
を
添
え
て
、

知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
返
還
方
法
の
変
更
承
認
の
申
請
手
続
）

第
八
条

条
例
第
七
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
別
に
期
限
を
定
め
て
、
又
は
分
割
し
て
返
還

す
る
こ
と
を
希
望
す
る
者
は
、
同
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
二

十
日
以
内
に
、
周
産
期
医
療
医
師
確
保
修
学
資
金
返
還
方
法
変
更
承
認
申
請
書
（
様
式
第
六
号
）
を

知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
返
還
債
務
の
履
行
猶
予
の
申
請
手
続
）

第
九
条

条
例
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
返
還
債
務
の
履
行
の
猶
予
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
周
産
期

医
療
医
師
確
保
修
学
資
金
返
還
債
務
履
行
猶
予
申
請
書
（
様
式
第
七
号
）
に
同
条
の
災
害
、
疾
病
そ

の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
が
存
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
を
添
え
て
、
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
届
出
）

第
十
条

契
約
の
相
手
方
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
記

載
し
た
文
書
に
こ
れ
を
証
す
る
書
類
を
添
え
て
、
直
ち
に
、
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
住
所
を
変
更
し
た
と
き
。

二

退
学
し
た
と
き
。

三

修
学
に
堪
え
な
い
程
度
の
心
身
の
故
障
を
生
じ
た
と
き
。

四

休
学
し
、
又
は
停
学
の
処
分
を
受
け
た
と
き
。

五

復
学
し
た
と
き
。

六

保
証
人
の
氏
名
、
住
所
又
は
職
業
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
。

七

保
証
人
が
死
亡
し
た
と
き
、
又
は
破
産
手
続
開
始
の
決
定
そ
の
他
保
証
人
と
し
て
適
当
で
な
い

事
由
が
生
じ
た
と
き
。

八

医
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
六
条
第
二
項
の
医
師
免
許
証
の
交
付
を
受
け

た
と
き
。

九

条
例
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
県
内
臨
床
研
修
に
従
事
し
た
と
き
及
び
当
該
県
内
臨
床
研
修

に
従
事
し
な
く
な
っ
た
と
き
。

十

条
例
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
後
期
研
修
に
従
事
し
た
と
き
及
び
当
該
後
期
研
修
に
従
事
し

な
く
な
っ
た
と
き
。

十
一

条
例
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
県
立
病
院
そ
の
他
規
則
で
定
め
る
機
関
の
産
科
又
は
小
児

科
の
医
師
と
し
て
の
勤
務
に
従
事
し
た
と
き
及
び
県
立
病
院
そ
の
他
規
則
で
定
め
る
機
関
の
産
科

又
は
小
児
科
の
医
師
と
し
て
の
勤
務
に
従
事
し
な
く
な
っ
た
と
き
。
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２

契
約
の
相
手
方
は
、
保
証
人
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
保
証
人
変
更
承
認
申
請
書
（
様
式

第
八
号
）
を
知
事
に
提
出
し
、
そ
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

契
約
の
相
手
方
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
そ
の
者
の
保
証
人
は
、
そ
の
旨
を
記
載
し
た
文
書
に
こ
れ

を
証
す
る
書
類
を
添
え
て
、
直
ち
に
、
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
現
況
報
告
書
の
提
出
）

第
十
一
条

契
約
の
相
手
方
は
、
所
属
す
る
医
学
部
を
擁
す
る
大
学
を
卒
業
し
た
日
か
ら
修
学
資
金
の

返
還
債
務
の
全
部
を
免
除
さ
れ
、
又
は
返
還
債
務
の
履
行
を
終
え
る
日
ま
で
の
間
、
毎
年
四
月
十
五

日
ま
で
に
、
同
月
一
日
現
在
の
状
況
を
現
況
報
告
書
（
様
式
第
九
号
）
に
よ
り
知
事
に
報
告
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

（
地
域
医
療
課
）

福
島
県
規
則
第
三
十
三
号

福
島
県
ハ
イ
テ
ク
プ
ラ
ザ
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
ハ
イ
テ
ク
プ
ラ
ザ
条
例
施
行
規
則
（
平
成
四
年
福
島
県
規
則
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
の
一
の
１
の
表
中

を
削
り
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を
削
り
、

（１）

（２）

（１）

（３）

（２）

（４）

（３）

（５）

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

（６）

（４）

（７）

（５）

（８）

（６）

（９）

（７）

（10）

（８）

（11）

（９）

（12）

（10）

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

（13）

（11）

（14）

（12）

（12）

６
軸
垂
直
多
関
節
ロ
ボ
ッ
ト
（
Ｒ
Ｖ
―
２
０
Ｆ
―
Ｄ
）

一
時
間

一
、
一
三
〇
円

（13）

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム
（
モ
デ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
）

一
時
間

三
、
五
七
〇
円

（14）別
表
第
二
の
一
の
１
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
（
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
方
式
）
造
形
樹
脂

十
グ
ラ

五
一
〇
円

（16）

ム

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
（
熱
溶
解
積
層
方
式
）
造
形
樹
脂

十
グ
ラ

一
一
〇
円

（17）

ム

別
表
第
二
の
一
の
２
の
表
中

を
削
り
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と

（３）

（４）

（３）

（５）

（４）

（６）

（５）

（７）

（６）

し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を
削
り
、

を

と
し
、

及

（８）

（７）

（９）

（８）

（10）

（９）

（11）

（10）

（12）

（13）

（11）

（14）

び

を
削
り
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

（15）

（16）

（12）

（17）

（13）

（18）

（14）

（19）

（15）

（20）

（16）

（21）

（17）

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

（22）

（18）

（23）

（19）

（24）

（20）

（25）

（21）

（26）

（22）

（27）

（23）

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を
削
り
、

を

と

（28）

（24）

（29）

（25）

（30）

（26）

（31）

（27）

（32）

（28）

（33）

（34）

（29）

し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

の
次
に
次
の
よ

（35）

（30）

（36）

（31）

（37）

（32）

（38）

（33）

（39）

（34）

（34）

う
に
加
え
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｐ
エ
ッ
チ
ン
グ
用
冷
却
・
ガ
ス
切
替
え
装
置

一
時
間

三
、
一
九
〇
円

（35）別
表
第
二
の
一
の
２
の
表
中

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、
別
表
第
二
の
二
の
１
の

（40）

（36）

（41）

（37）

（42）

（38）

表
中

を
削
り
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を
削
り
、

を

（12）

（13）

（12）

（14）

（13）

（15）

（14）

（16）

（15）

（17）

（18）

（16）

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を
削
り
、

を

と
し
、

（19）

（17）

（20）

（18）

（21）

（19）

（22）

（20）

（23）

（24）

（21）

（25）

を
削
り
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

（26）

（22）

（27）

（23）

（28）

（24）

（29）

（25）

（30）

（26）

（31）

（27）

を

と
し
、

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

（32）

（28）

（28）

超
微
小
物
性
測
定
シ
ス
テ
ム
（
Ｄ
Ｕ
Ｈ
―
２
１
１
Ｓ
）

一
時
間

一
、
〇
一
〇
円

（29）別
表
第
二
の
二
の
１
の
表
中

を

と
し
、
別
表
第
二
の
二
の
２
の
表
中

を

と
し
、

の
前
に

（33）

（30）

（19）

（23）

（23）

次
の
よ
う
に
加
え
る
。

走
査
型
レ
ー
ザ
ー
顕
微
鏡
（
Ｈ
Ｙ
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｌ
３
）

一
時
間

三
、
一
七
〇
円

（20）

マ
ル
チ
セ
ン
サ
測
定
機
（
Ｏ
―
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
）

一
時
間

二
、
二
三
〇
円

（21）

非
接
触
ひ
ず
み
測
定
シ
ス
テ
ム
（
Ｖ
Ｉ
Ｃ
―
３
Ｄ
）

一
時
間

二
、
〇
七
〇
円

（22）別
表
第
二
の
二
の
２
の
表
中

を

と
し
、

を

と
し
、

を
削
り
、

を

と
し
、

の
前
に

（18）

（19）

（17）

（18）

（16）

（15）

（17）

（17）

次
の
よ
う
に
加
え
る
。

非
接
触
三
次
元
デ
ジ
タ
イ
ザ

一
時
間

三
、
九
八
〇
円

（16）別
表
第
二
の
二
の
２
の
表
中

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

（14）

（15）

（13）

（14）

（12）

（13）

（11）

（12）

（10）

（11）

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

（９）

（10）

（８）

（９）

（７）

（８）

（６）

（７）

（５）

（６）

（４）

（５）

を

と
し
、

を

と
し
、

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

（３）

（４）

（２）

（３）

（１）

Ｃ
Ｎ
Ｃ
三
次
元
座
標
測
定
機
（
Ｃ
Ｒ
Ｙ
Ｓ
Ｔ
Ａ
―
Ａ
ｐ
ｅ

一
時
間

六
、
六
一
〇
円

（２）
ｘ
Ｓ
７
７
６
）

別
表
第
二
の
二
の
３
の
表
中

、

、

及
び

を
削
り
、

を

と
し
、

を
削
り
、

を

と

（10）

（11）

（12）

（13）

（14）

（10）

（15）

（16）

（11）

し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を
削
り
、

を

と
し
、

を

（17）

（12）

（18）

（13）

（19）

（14）

（20）

（15）

（21）

（22）

（16）

（23）

と
し
、

を
削
り
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を
削
り
、

を

と
し
、

を

と
し
、

（17）

（24）

（25）

（18）

（26）

（19）

（27）

（28）

（20）

（29）

（21）

（30）

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と

（22）

（31）

（23）

（32）

（24）

（33）

（25）

（34）

（26）

（35）

（27）

（36）

（28）

し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

（37）

（29）

（38）

（30）

（39）

（31）

（40）

（32）

（32）

走
査
型
電
子
顕
微
鏡
（
Ｊ
Ｓ
Ｍ
―
６
５
１
０
Ｌ
Ａ
）

一
時
間

五
、
五
五
〇
円

（33）別
表
第
二
の
二
の
３
の
表
中

及
び

を
削
り
、

を

と
し
、

、

及
び

を
削
り
、

を

（41）

（42）

（43）

（34）

（44）

（45）

（46）

（47）

（35）

と
し
、

を

と
し
、

を
削
り
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を
削
り
、

を

（48）

（36）

（49）

（50）

（37）

（51）

（38）

（52）

（39）

（53）

（54）

と
し
、

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

（40）

（40）高
速
ア
ミ
ノ
酸
分
析
計
（
Ｌ
―
８
９
０
０
）

一
時
間

三
、
〇
二
〇
円

（41）別
表
第
二
の
二
の
３
の
表
中

及
び

を
削
り
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

（55）

（56）

（57）

（42）

（58）

（43）

（59）

（44）

（60）

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、
別
表
第
二
の
二
の
４
の
表
中

を
削
り
、

（45）

（61）

（46）

（62）

（47）

（63）

（48）

（１）

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、
別
表
第
二
の
二
の
５
の
表
中

を
削
り
、

を

と
し
、

（２）

（１）

（３）

（２）

（４）

（３）

（１）

（２）

（１）

を
削
り
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を

と
し
、

の
次
に
次
の
よ
う
に
加

（３）

（４）

（２）

（５）

（３）

（６）

（４）

（７）

（５）

（５）

え
る
。

伝
導
電
磁
界
イ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
（
Ｃ
Ｗ
Ｓ

一
時
間

二
、
一
八
〇
円

（６）
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５
０
０
Ｎ
１
・
４
）

雷
サ
ー
ジ
試
験
機
（
Ｕ
Ｃ
Ｓ
５
０
０
Ｎ
７
・
１
）

一
時
間

三
、
〇
八
〇
円

（７）別
表
第
二
の
二
の
５
の
表
中

、

、

及
び

を
削
り
、

を

と
し
、

を

と
し
、

を
削

（８）

（９）

（10）

（11）

（12）

（８）

（13）

（９）

（14）

り
、

を

と
し
、

を

と
し
、

の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

（15）

（10）

（16）

（13）

（13）

パ
ワ
ー
フ
ェ
イ
ル
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
（
Ｕ
Ｃ
Ｓ
５
０
０
Ｎ
７
・

一
時
間

二
、
五
九
〇
円

（11）
１
）バ

ー
ス
ト
信
号
発
生
器
（
Ｕ
Ｃ
Ｓ
５
０
０
Ｎ
７
・
１
）

一
時
間

二
、
五
二
〇
円

（12）

「

ケ

そ
の
他
の
試
験

別
表
第
三
の
二
の
１
の
表
中
キ
を
削
り
、
ク
を
キ
と
し
、

振
動
測
定
（
単

一
測
定
点

五
、
七
一
〇
円

「

（１）
純
）

一
方
向

ク

そ
の
他
の
試
験

振
動
測
定
（
共

一
試
料

三
九
、
九
一
〇
円

（２）
振
点
）

を

ク
リ
ー
プ
試
験

一
測
定
条

六
、
七
六
〇
円

（３）

件

そ
の
他
の
試
験

一
試
料

一
〇
、
二
九
〇
円

（４）

」

振
動
測
定
（
単

一
測
定
点

五
、
七
一
〇
円

（１）
純
）

一
方
向

振
動
測
定
（
共

一
試
料

三
九
、
九
一
〇
円

に
改
め
、
別
表
第
三
の
二
の
６
の
表
中

（２）
振
点
)

そ
の
他
の
試
験

一
試
料

一
〇
、
二
九
〇
円

（３）

」

「

キ

三
次
元
座
標
測
定

オ
を
削
り
、
カ
を
オ
と
し
、
キ
を
カ
と
し
、
別
表
第
三
の
四
の
表
中

「

キ

三
次
元
座
標
測
定

一
試
料
測
定

一
一
、
一
一
〇
円

点
五
点
ま
で

一
試
料
測
定

一
六
、
〇
五
〇
円

点
六
点
か
ら

一
〇
点
ま
で

を

同
一
試
料
測

九
三
〇
円

定
点
一
一
点

目
か
ら
一
点

に
つ
き

」

三
次
元
測
定
機
に
よ
る
測

一
試
料
測
定

一
一
、
一
一
〇
円

（１）
定

点
五
点
ま
で

一
試
料
測
定

一
六
、
〇
五
〇
円

点
六
点
か
ら

一
〇
点
ま
で

同
一
試
料
測

九
三
〇
円

定
点
一
一
点

目
か
ら
一
点

「

に
、

⑷

万
能
投
影

に
つ
き
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マ
ル
チ
セ
ン
サ
測
定
機
に

一
試
料
測
定

七
、
七
〇
〇
円

（２）
よ
る
測
定

点
一
〇
点
ま

で同
一
試
料
測

四
、
〇
四
〇
円

定
点
一
一
点

目
か
ら
一
〇

ご
と

」

「

⑷

万
能
投
影
機
に
よ
る
測
定

一

機
に
よ
る
測
定

一

形

状

六
、
一
八
〇
円

を

⑸

マ
ル
チ
セ
ン
サ
測
定
機
に

一

」

よ
る
測
定

形

状

六
、
一
八
〇
円

形

状

六
、
八
五
〇
円

に
改
め
、
別
表
第
三
の
五
の
３
の
表
中
ウ
を
削
り
、
エ
を
ウ
と
し
、

」

オ
を
削
り
、
カ
を
エ
と
し
、
キ
を
オ
と
し
、
別
表
第
三
の
五
の
５
の
表
中
イ
を
削
り
、
ウ
を
イ
と
し
、

エ
を
ウ
と
し
、
別
表
第
三
の
五
の
６
の
表
中
ウ
を
削
り
、
別
表
第
三
の
五
の
７
の
表
ア
中

を
削
り
、

（５）

を

と
し
、
別
表
第
三
の
八
の
表
キ
中

、

、

及
び

を
削
り
、

を

と
し
、

を

と
す

（６）

（５）

（２）

（３）

（４）

（５）

（６）

（２）

（７）

（３）

る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
後
の
福
島
県
ハ
イ
テ
ク
プ
ラ
ザ
条
例
施
行
規
則
別
表
第
二
及
び
別
表
第
三
の
規
定
は
、
こ
の

規
則
の
施
行
の
日
以
後
の
使
用
の
期
間
に
係
る
使
用
料
の
額
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
の
期
間
に

係
る
使
用
料
の
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
産
業
創
出
課
）

福
島
県
規
則
第
三
十
四
号

福
島
県
職
業
訓
練
指
導
員
修
学
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
を
廃
止
す
る
規
則

福
島
県
職
業
訓
練
指
導
員
修
学
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
三
年
福
島
県
規
則
第
七
十
四

号
）
は
、
廃
止
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
産
業
人
材
育
成
課
）

福
島
県
規
則
第
三
十
五
号

福
島
県
県
営
住
宅
等
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
県
営
住
宅
等
条
例
施
行
規
則
（
平
成
九
年
福
島
県
規
則
第
八
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
の
一
の
表
福
島
県
営
六
軒
団
地
の
項
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
建
築
住
宅
課
）


